
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

ホームページ ＵＲＬ https://fa.fureai-cloud.jp/nk-nakanohigashi-j 

令和７年３月２１日（金）発行 第１１号 

I have a dream …   校長  久保田 啓介 

【ある少年の決意】 

 「先生、私は将来、中学校の先生になりたいです。今からどうすればいいか、一緒に考えてください。」 

ある日突然、少年が職員室で学年の先生に伝えました。「お前が先生かぁ。やめたほうがいいんじゃない

か？」と横にいた先生は、頭からつま先までじろじろ見ながら言いました。「そうだよな。勉強も得意でな

いし…やっぱり無理なんだな。」少年はそんな気持ちになり、一気に気持ちが冷めてかけました。 

 「ちょっと待て、こっちに来い」担任の先生が分厚い眼鏡の向こうにある鋭い眼光で少年を見て言いま

した。「それがお前の夢なんだろ？では、それを実現しなさい。」その後も先生は放課後、何度か少年を呼

び、様々な話をしました。 

 

 Martin Luther King Jr.との出会い 

 その頃、少年は英語の授業でアメリカの黒人差別問題の改善に尽力した 

「キング牧師」の有名な演説 I have a dream（私には夢がある）を習い、衝撃を 

受けました。少年はその高校を卒業し、数年後、中学校の先生になりました。 

  

 少年の I have a dream… 

 ちなみに、少年には先生になると決めたときに誓った夢があり、その後も夢は増え続けました。 

I have a dream. ～私には中学校の先生になる夢があります～ 

I have a dream. ～私にはすべての生徒が幸せになるために、その人を支える夢があります～ 

I have a dream. ～私には学校からいじめをなくす夢があります～ 

I have a dream. ～私にはすべての生徒が周囲から認められ、愛される夢があります～ 

I have a dream. ～私には生徒が失敗を恐れず挑戦し、やり遂げたときに共に喜ぶ夢があります～ 

I have a dream. ～私には生徒が「わかった」「できるようになった」と喜ぶ顔を見る夢があります～ 

I have a dream. ～私には世界平和を希求し、互いに支え合う世の中になる夢があります～ 

I have a dream. ～私にはいつか生徒が自分を真の意味で「先生」と呼んでもらう夢があります～ 

 

そして、まだ夢は続きます。皆さん一人ひとりの夢の実現が図られる締めくくりをしていきましょう。 

この１年間の本校の取組に対する評価をいただきました。本校を共に成長させてくれた皆様に深く感謝

申し上げます。引き続き、中野東中学校をあたたかく見守り、支えてくださいますようお願いいたします。 

We are Global 中野・ウェリントン友好子ども交流 2024⑦ 本校生徒に現地での様子をインタビュー 

 

 

日本との違い: 高速道路が無料。近くにコンビニがない。 

NZの印象：自然が豊かでいい。静かで落ち着いている。 

オススメ：マスタートーンの夜空。海岸のきれいな景色。 

現地校の様子：明るく話しかけてくれ、一緒にサッカーをした。 

NZから見た日本：日本は建物が多く、コンビニやスーパーがあり便利。 

今後の夢：海外の現地校で学びたい。 

Home Stay のアドバイス：最初は不安もあるが、楽しいので大丈夫。 

現地の特色：イスラム教、キリスト教、仏教等の宗教が多く、祝日が多

い。 

 

家族構成：父・母・兄・姉・pet   

家族の様子：日本語が通じる家族で、日本語と 

英語で冗談を言って笑う家族。 

家族の思い出：家族で丘に行って自然を、ゴル

フでスポーツを、ゴーカートに 

乗ってスリルを楽しんだ。大き 

な庭でペットの犬を遊んだ。 



【生徒アンケート】  

全 20項目の質問に対して、肯定的意見 90％以上が 18項目で、全体的に肯定的意見が多い結果となり 

ました。95%以上の項目が 13項目、90%～94％が 5項目、89％以下が 2項目でした。 

＝特に高かった評価＝（肯定評価 97％以上の項目）  

質問項目 肯定評価 

中野東中に入学して良かった 98.7％ 

国際交流が盛んでグローバルである 98.2％ 

授業は主体的な活動が工夫されている 98.0％ 

学校は楽しい 97.9％ 

＝特に低かった評価＝（肯定評価 89%以下の項目）   

質問項目 肯定評価 

家庭学習の充実（塾以外） 64.1％ 

学校や学級の様子の伝達 85.3％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保護者アンケート】 

 全部で 30項目の質問に対し、肯定的意見 90％以上が 23項目（昨年度 22項目）でした。昨年度との結 

果と比べると、10項目が上回り、20項目が下回りました。昨年度から大きく上昇した項目は○特別支援教 

育や発達障害等の説明（6.6％）でした。 

＝特に高かった評価＝（肯定評価 97％以上の項目） 

質問項目 肯定評価 

学校施設設備の充実と環境美化 99.7％ 

特色ある教育の推進 98.3％ 

充実した学校生活 97.9％ 

熱意をもった指導 97.5％ 

＝昨年度より評価が最も高く上昇した項目（6.6％） 

質問項目 肯定評価 

特別支援教育や発達障害等の説明 86.9％ 

次年度はコミュニティ・スクールとして保護者・地域と連携した 

教育活動を通して、本校の教育活動にご理解・ご協力いた 

だけるよう努めて参ります。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

令和６年度の学校評価【生徒アンケート】及び【保護者アンケート】の結果をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

学校評価アンケートについて    
 
 

 全 20 項目のうち、「中野東中に入学してよかった」は最も評価の高かった項目で、１年生 97.5％→

２年生 99.2％→３年生 99.3％と学年が上がるにつれて肯定的意見が上昇という結果になりました。多

くの生徒が充実した学校生活を送っているという実感があることが伺えます。次年度においても、生

徒の自己肯定感、自己有用感、自己実現、協働性を高め、一人ひとりの可能性を伸ばす教育の充実を

図ります。 

家庭学習については、他の項目に比べ、毎年肯定的評価が低い傾向にあり、家庭での学習方法・学

習のアドバイスを各教科の授業内で説明し、生徒が学習習慣を確立できるようにしていきます。ま

た、生徒が多様な学び方を身に付けたり、思考を表現に置き換えたりできるように、一人１台タブレ

ットを活用した学びを強化し、改善を図ります。 

昨年度は特別支援教育について広く周知を

図ることが課題でした。今年度は、特別支援

教室の入室を希望する生徒の保護者に対し

て、個別の相談会を開催し、特別支援教室に

対する理解を深めることができました。 

 また、保護者の自由意見では区より配布さ

れた学習端末（iPad）の使用についてのご意

見をいただきました。適切な使用方法につい

て再度検討し、指導していきます。 

【自由意見】 

〇校則を見直す機会を増やしてほしい。 

〇学校行事を増やしたい。 

〇挨拶をもっと活発にする。 

〇行きや帰り道に歩道で広がらないように 

 呼びかける。 

 

 

 

 

 

 

 

 



３月１９日（水）に本校体育館にて第７回卒業式を挙行しました。当日は

朝から雷や雨、そして雪が降りといった荒天でしたが、午後からは晴天にな

り、卒業生１７１名全員無事に卒業証書を受け取ることができました。 

今年度の卒業生は新校舎になってから３年間を過ごした、初めての学年で

もあります。式中の呼名に対する大きな返事、きびきびした振る舞い、想い

のこもった歌声、サプライズを交えた別れの言葉など、どれも彼ららしく本

当に素晴らしかったです。 

最後に卒業生一同による「別れのことば」を一部掲載します。東中で学んだことを生かして、新天地での活

躍にも期待します。 

 

別れのことば 

この学年は個性豊かで、とてもパワフルだ。入学当初に網戸を壊したり、時にはカーテンを壊したり、教

室のドアが外れることもあった。最初の方は「私はこの学校でやっていけるだろうか。」と不安に思ったこ

ともあった。はじめはまとまりのなかった私たちも、入学してすぐの軽井沢移動教室、スキー教室、横浜や

都内巡りの校内学習、修学旅行、体育祭、合唱祭と行事を経ていく上で、仲を深めていった。行事のたび

に、特徴的な円陣を何度も組んで、どの学年にも負けない明るいノリや雰囲気が溢れ出していた。そして

もちろん、先生たちもその仲間だ。そんな個性豊かな学年の仲間に今、「ありがとう」を伝えたい。３年間

共に認め合い、助け合い、高め合ってきた仲間へ。今まで過ごしてきた日々を思い出してほしい。当たり前

のように学校に行き、なんでもないことで笑い合った日々。テストの点数で競い合った日々。行事や部活、

受験などで、共に嬉し涙や悔し涙を流した日々。これらの日々を創り上げることができたのは、今ここにい

る仲間のおかげだ。この３年間、一緒にいてくれて、ありがとう。みんなと出逢えて幸せだ。これから、それ

ぞれが進む道は別々だけど、今ここでさようならは言いたくない。だから、再会するその日を信じて、前に

進もう。 

令和７年３月１９日 卒業生一同 

 

 

日 曜日 予定 日 曜日 予定 

1 火 春季休業日 アレルギー面談 1６ 水 全国学力調査[意識、理科]（３） 職員会議  

２ 水 春季休業日 アレルギー面談 17 木 全国学力調査[国語、数学]（３）避難訓練   

3 木 春季休業日 アレルギー面談 18 金 午前授業 帰国生徒保護者会（AM）保護者会（全） 

4 金 春季休業日 19 土  

5 土  20 日  

６ 日  21 月 認証式 全校集会 

7 月 前期始業式 22 火  

8 火 第８回入学式 23 水 中教研 眼科検診（全）AM 

9 水 全校朝礼 安全指導 給食開始 職員会議 24 木  

10 木 ⑤⑥オリエンテーション（部活・委員会紹介 内科検診（３年）  25 金  

11 金 委員会決め 生徒理解面談 仮入部開始  26 土 土曜公開授業 ⑤合同引き渡し訓練 

12 土  27 日  

13 日  28 月 振替休業日 

14 月 Ⅰ期時間割開始 29 火 昭和の日 

15 火  30 水 職員会議 

４月行事予定 

第７回卒業式 
 
 

 


